
台風の発生地域と最低気圧との関係

　e）　中心気圧が929mb以下に発達した台風の・月別

発生状況は次のとおりである．

　　表2　929mb以下に発達した台風の月別分布

川4月15月16月i7月18月9月11・月11月112月！合計

　　　　21
台風の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　7
発生数
　　　　　1

　発生数は7月から11月までの期間が多く，中でも9月

が最も多い．また特に10月・11月の秋深くなっても非常

に強い台風が多いということは，海上に対する気象通報

の間題とも関れんして重要なことと思われる・

　f）　10～12月の間，中心気圧が929mb以下に発達す

る台風は19コとなっているが・10。Nから南の海域で・

ヵ。リソ諸島からマーシャル諸島にかけては，このうち

9コやく50％を算し，興昧ある資料を提供している・前

項にもあるとおり，秋から初冬にかけて・低緯度に発生

する台風が，異常に発達するものの多いことは・海上警

報にとって重要なことを示しており・特に10月以降は・

低緯度方面に出漁する漁船が，かって台風のため遭難

し，あるいは影響を受けたことが多いだけに・注意を要

する事項と思素）れる・
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日本における大気開発計画（2）

窪 田 正 八

4月21日（金）本計画に対する予算措置を求める対政府

勧告案　学術会議春季総会通過

　　前回の修正案との相異点「参加機関名の削除」の趣

旨は，本計画に参加する研究者をCloseしないこと，

4月24日（月）大気科学小委員会（11）

（i）第3回CAS（3月）の報告（山本）

（ii）　松本氏を小委員会委員に依頼（南方計画と豪雨

計画との共通部分を前3年で協力して行う）．

5月15日（月）大気科学小委員会（12）．

（i）　測地学審議会総会に対する準備（建議原案の作

整）

　（ii）文部省科研費「地球大気開発計画」の使い方

　　a）小委員会の会合費，旅費

1967年5月

　　b）第2回シンポジウム計画（学会，沢田委員その

　　他）

　　c）通信費，印刷費

（iii）GARp計画に新に参加＊）

　　a）京都大学，海空相互研究

　　b）気象研究所　地空相互研究

　　c）北海道大学　南方海域の観測（雲の観測）

5月17日（水）GARP報告（畠山理事長，岸保理事）

午後　熱帯気象のシンポジウム

＊）今後も新に参加希望者，機関は山本委員長を通し，

小委員会に申し出ること．

　　なお，本計画に協力して下さった他部（5部，6

部）の人たちにも参加方をお願いする．
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